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「鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会」会報 
2023 年 11 月 6 日   第 41 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この詩は 2022 年度 鈴鹿市児童詩コンクールで優秀作品に選ばれた。書いたのは、鈴鹿

市立河曲小学校５年生の 森下 咲菜(さな) さん(10)。放課後、小学校を訪ね、どのようにし

てこの詩が生まれたのか、聞かせてもらった。 

「ひいおじいちゃんはシベリアに抑留されて 

いたんだそうです。無事、帰ってこられた。そ 

の体験を娘であるおばあちゃんから聞かせても 

らっていました」 

曾祖父は故人となったが、津市に住む祖母は 

73 歳でまだ元気。聞いた曾祖父のシベリアで 

の体験は・・・ 

働き方でパンの大きさが違った。よく働く者 

は大きく、働かない者は小さい。賭け事をして 

パンを賭けた。よく負けたが、勝てばパンが二       森下 咲菜 さん     

作者は小学５年の 森下 咲菜 さん 

曾祖父のシベリア抑留体験を聞いて生まれた詩 
ウクライナ「ただいま」を言えない人がいっぱいいる
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つになる。賭けは止められなかった。冬は寒い。マスクをつけると自分の息で眉毛が凍る。

目が開けられなくなる。自分は帰ることができたが、友だちは帰還できなかった。 

そのとき、咲菜さんは「ダモイ」という言葉を使った。ロシア語で「家へ」「故郷へ」「故

国へ」という意味だ。どうしてそんな言葉を知っているのか。帰還を果たせず病死した、二

宮 和也 主演のシベリア抑留の映画「ラーゲリより愛を込めて」を家族で見て知ったという。   

「ウクライナでは『ただいま』を言えない人がいっぱいいる。悲しい。昔の日本がそうだ

った。ひいおじいちゃんも、もしかしたら命を失っていたかもしれない」 

「国同士のけんかを止めさせる。私はただの小学生だからできることは少ないが、次はポ

スターで訴えたい」。そう結んだ。                 (文責：竹内 宏行) 

 

 

 

 

 

 

 

私たち「鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会」は毎年開かれている鈴鹿市、

鈴鹿市教育委員会主催の「平和への祈り展」への参加を辞退しました。小学生の自衛隊体験

という鈴鹿青年会議所の催事（P3 参照）を鈴鹿市教育委員会が後援したことに対し、遺憾

の意を示すためです。  

鈴鹿青年会議所の募集チラシによりますと、「陸上自衛隊入隊３days」と銘打って、７月

28 日から 30 日まで、陸上自衛隊久居駐屯地で、鈴鹿市内の小学４～６年生を対象に２泊

３日の入隊体験。施設見学のあと、応急救護体験、水鉄砲バトル、地図の読み方、戦闘糧食

体験、秘密兵器リアル車両体験などの訓練が載っています。鈴鹿青年会議所は毎年、フロン

ティアアカデミーと称して自然体験などの活動を実施。31 回目となる今回は自衛隊にした

といいます。この催事を市教委が後援し、募集チラシが市内の全小学校に配られました。  

当会が後援の事実を知ったのは７月 12 日。いかなる理由があろうと、戦争に備える組織

である自衛隊に小学生が入隊体験する催事を市教委が後援することはおかしいと考え、遺憾

の意を示すため、７月 22 日、23 日に迫った「平和への祈り展」への出展を辞退すること

にしました。  

当会は戦争遺跡を見ることで、二度と戦争を起こしてはならないと感じ、平和の尊さを知

ることを目的としています。小学生の自衛隊入隊体験は本会の目的と著しく乖離します。戦

前、日本が戦争への道をつき進んだ際、そのつど歯止めをかけるべき時に黙認してしまった

ことで結局、悲惨な破局に至りました。その歴史を思うとき、今回の事態を黙って見過ごす

ことはできませんでした。  

せっかくの平和の催しである「平和への祈り展」への参加を辞退したことに、会員の中か

ら批判もありました。参加辞退が遺憾の意を示す最善の手段だったのかどうか、もう少し熟

慮が必要だったかも知れません。市教委が二度とこのような後援をしないことを願いつつ、

来年は「平和への祈り展」に参加したいと考えています。     （文責：竹内 宏行）                 

「平和への祈り展」 参加を辞退  

小学生の自衛隊体験催事を市教委が後援 

遺憾の意を示すため  
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※ 中日新聞の記事から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023．7．21 中日新聞記事 
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2023．7．25 中日新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023．7．22 中日新聞記事 
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九条の会すずか主催[戦争なんか大きらい！平和のメッセージ展 2023］鈴鹿市立図書館

視聴覚室を会場に、8 月 17 日〜20 日、3 年ぶりに開催されました。市民による、書・絵・

写真・絵手紙などの作品展示、戦争や平和に関する絵本コーナー・紙芝居などがありました。

我々戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会も、協力参加として『鈴鹿にも戦争があった』

コーナーに写真パネル展示をしました。会場には、大人だけでなく、子どもたちも多く見に

来ており、自宅のそばに軍の施設があることを見つけたりと、一生懸命に見ていたのが印象

的でした。 

また、19 日午後には、朗読劇【むかし鈴鹿にこんなことがあった】と題して、戦時中の

体験の語りもありました。続いて、桐生による【鈴鹿にも戦争があった】と題して、音楽か

ら鈴鹿の戦跡調査に至る活動をお話しさせていただきました。以前から、音楽に関係する仕

事をしているのに、なんで戦争遺跡を調べるようになったの？ と聞かれることが多いこと

などを 九条の会 稲垣代表 と話していて、今回講演をすることになりました。「歌にまつわ

る背景を調べていくとそこには！」「軍歌と言われた尋常小学唱歌」「遺跡を調べるのは男だ

け？」などをテーマに話し、最後は今も残る戦跡などを紹介して締めくくりました。知り合

いにちょこっと話したことはあっても、今回ほど自分の活動をまとめて、お話しすることは

なく、聞いていただいた皆様に、桐生の活動の一部でも伝わっていると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～亀山列車銃撃事件 朗読劇 『8 月 2 日のこと・・・』が初披露！〜 

 

12 月 2 日(土)10 時〜15 時、鈴鹿市男女共同参画センター ジェフリーすずか にて、

【ジェフリーふぇすた 2023】が開催されます。研修室２での［九条の会すずか］イベント

の中、亀山列車銃撃事件 朗読劇『8 月 2 日のこと・・・』が、11 時と 13 時に初披露！ 

是非聴いて下さいね。                                       （文責：桐生 小百合） 

「戦争なんか大きらい! 平和のメッセージ展 2023」 
『鈴鹿にも戦争があった』 
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10 月 15 日、鈴鹿ハンターセンターコートにて、【風の街の文化祭 市民交流広場】が開

催されました。 

少年少女合唱団による合唱やマジックサークルによるマジックショーなどのステージ発

表に、バザーなどもあり、にぎやかに盛り上がっていました。 

また、我々鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会も、［鈴鹿市の戦争遺跡写真

パネル展］の展示に、書店では手に入らない自費出版による三重県や鈴鹿市の戦争に関係す

る書籍の販売をしました。 

※なお、書籍は当会でも購入できます。           （文責：桐生 小百合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼△▼△▼△▼△▼△▼△ お 詫 び ▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△ 

九条の会すずかと風の街の文化祭のイベントは、当会会報にて、事前に開催通知 

  ができませんでした。写真パネル展示を見て頂く、折角の機会をお知らせできず、 

  会員の皆さまには、お詫び申し上げます。今後はメール配信を利用して最新情報を 

提供していきたいと思います。メールアドレスを ta818hi@mecha.ne.jp まで 

お知らせください。 

鈴鹿ハンターでの「風の街の文化祭」に参加 
「鈴鹿市の戦争遺跡写真パネル展」 

mailto:ta818hi@mecha.ne.jp


8 

 

市制 81 周年記念 戦争遺跡講演会と資料展の開催 
今年も 81 回目の市制記念日【1942(昭和 17)年 12 月 1 日】がやってきます。 

市民の会が組織されて 14 年。毎年、市制記念日の前後には鈴鹿市の誕生と深い関係がある

鈴鹿海軍工廠や鈴鹿海軍航空隊などの旧軍施設をテーマに、各所で講演会や資料展を実施し

てまいりました。 

 今年は『鈴鹿海軍工廠』を採りあげ講演会等を次のとおり開催いたします。講師からは海

軍工廠にまつわる貴重な資料をお借りすることができました。参加者の皆さんと鈴鹿市の戦

中・戦後のくらしやその当時の歴史を振り返ってみたいと思います。 

お友達等を誘って是非、会場に足を運んでいただきますようお待ちしております。 
 

◎ 日 時 ： 12 月 9 日(土) 午後 1 時半～（開場：午後 1 時） 

◎ 場 所 ： 男女共同参画センター ジェフリ－すずか 研修室 1(鈴鹿市神戸 2 丁目 15-18) 

◎ 講 師 ： 浅尾 悟 さん (元中学校教諭) 

最近の著作：鈴鹿市の戦争遺跡～鈴鹿市の軍施設の全容～(2021.9) 

◎ 演 題 ： 鈴鹿市の発足と鈴鹿海軍工廠 

          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿海軍工廠銘板(大池町) 
 

この附近一帯は 昭和 17 年から 20 年まで鈴鹿海軍工廠の置かれていた所である 

その後 一時この地の大部分は農地に転用され 食糧の増産が図られたが 経済の伸展

によつて 次々と大工場が進出し 地域の急速な発展を促したのである 

こうした経過を顧みるとき かつての鈴鹿海軍工廠がこの地域の今日の発展の礎といえ

よう 

この事実を永く記憶にとどめるため 当時の正門の銘板をここに残す 

 昭和 50 年 8 月 鈴廠会  【銘板の設置説明】 
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7 月 5 日(水) 5 年生が平和学習を行いました。亀山在住の岩脇さんをゲストティーチャ

ーとしてお迎えし、「鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会」の方にも来ていた

だき、石薬師地区で最近発見された戦争遺跡のことをはじめ、いろいろなことを教えていた

だきました。5 年生のみんなは、こういった戦争にかかわったものが自分たちの身近に残っ

ていることにおどろき、遠い出来事であまり実感がなかった戦争のことを知り、平和のこと

について考えるいい機会になったようですね。 

※石薬師小学校 HP より 転載許可済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去二年連続、平和学習の座学と現地見学を 6 年生を対象に行なってきた石薬師小学校。

今年は 7 月 5 日(水)に、５年生対象に座学のみで、行いました。講師は、当会会員、岩脇 

彰 さん。 

授業の内容は、石薬師小学校の近くにあった、陸軍第一気象連隊の航空写真や今も石薬師

地区に残る戦争遺跡の説明、そして、鈴鹿市内全体にあった軍隊などの説明へと進みました。 

クイズ形式を取り入れた説明に、どんどん引き込まれる子どもたち。1942 年 12 月 1

日に開隊した陸軍第一気象連隊と同じ日に生まれたのは何か？ に、マッカーサー・佐佐木

信綱・コンピュータ・飛行機・電気？ 正解は鈴鹿市なんですが、子どもの発想は面白いと

見ていて思いました。なかには【のびゆくすずか】（小学校 3・4 年生が使用する副読本）

を見て覚えていた！ と、鈴鹿市と正解を発言する子がいました。副読本に鈴鹿市の戦争に

関係するページが増えてきており、授業に取り入れることで平和学習へと、つながれば良い

なと考えていました。                     （文責：桐生 小百合） 

鈴鹿市立石薬師小学校で出前授業 
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石薬師小学校 5 年児童の感想から 

 

◇すずかに、りくぐんとかいぐんが、いっぱいあることに、おどろきました。とても、こわ 

かったです。 
 

◆いっかしょに、きゅっとあつまっていることを、ふしぎに思いました。いっかしょにあつ 

まっていると、一つのばくだんで、いっぺんにやられてしまうと、かんがえられるから、 

私だったら、ばらばらにすると思ったからです。 
 

◇石薬師に、こんな物があるなんて知らなかった。せんそうのおそろしさを、このお話を聞 

いて、ぼくたちが大人になったら、伝えていこうと思った。 
 

◆鈴鹿市に、思っていたより海軍や陸軍があって、びっくりしました。身近なところにも、 

戦争の時の建物があることを、はじめて知りました。 
 

◇ぼくの家のちかくに、前から気になってた、円みたいなコンクリートがあり、何かなぁと 

思ってました。でもきょう、正体がわかりました。 
 

◆ぼくの家は、陸軍第一気象連隊のあと地にたっています。登校の時に、気象連隊の記念ひ 

の前を通るので、自分のみぢかなところに戦争のこんせきがあることを、あらためて知る 

ことができました。 

 

 

 

 

鈴鹿市教育研究会・平和教育班の教員約 10 人が７月 26 日、当会会員の戦争遺跡研究

者、岩脇 彰 さんの案内で、旧陸軍関係の戦争遺跡を見学した。6 月７日、玉垣地区にある

旧海軍遺跡の見学に続いて２回目。 

旧陸軍関係の軍事施設は鈴鹿川の北側一帯にあった。加佐登小学校に集合して出発。現在

の白鳥レイクタウン周辺に陸軍第一航空軍教育隊があり、まず畑の中にまだ残っている弾薬

庫跡を見た。続いて石薬師町の陸軍第 

一気象連隊の跡、北伊勢陸軍飛行場の、 

移築して公民館に使っている兵舎、亀 

山市立川崎小学校の正門になっている 

兵舎の正門跡などを回り、国の登録文 

化財になっている鈴鹿市三畑町のコン 

クリート製掩体で締めくくった。 

初めて見学する先生も多く、近くの 

小学校の先生は子どもたちの見学に生 

かしたいと話していた。                             

（文責：竹内 宏行）         

先生たちが旧陸軍関係の遺跡を見学 
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鈴鹿市の戦争遺跡紹介⑦ 

鈴鹿海軍工廠の正門銘板 
〇移築された正門の銘板 

鈴鹿海軍工廠の正門は、現在の中央道路とサー

キット道路が交差する「共進一丁目」信号交差点に

ありました。 

戦争の後、正門は消滅しましたが、銘板は保存さ

れ、鈴鹿市大池３丁目にある大池第三自治会会議

所前に展示されています。 

移築されてはいますが、数多く作られた軍事施設

の正門銘板が残っているのは、鈴鹿市はもちろん三

重県内でもこれ一つしかなく、大変貴重です。 

〇銘板を守られた花井圭一さんのお話から 

 この銘板を守られたのは花井圭一さん（1916～２００７）です。花井さんは鈴鹿海軍工廠で機銃部人事係を務

められ、戦後は鈴鹿市役所、退職後は鈴鹿市立住吉公民館長をされていました。 

1994年６月26日に住吉公民館で講演された記録が残っていますので抜粋します。 

（前略）正門を壊すときに駐留軍が人夫を雇って壊したわけですが、その時私、たまたま市の用事で行った

わけですが、銘板がセメントだけのもろい銘板なんです。ところどころ欠けていまして、私人夫を監督してい

る人に「私、市の者ですがこれをいただけませんか」といったら、「ああ、持っていってくれ」と、それを外してく

れて、菰（原文ママ）に包んで持って帰ったんです。（中略）もし見つかったらえらいことなので、市役所の倉

庫にしまっておいた。十年ぐらいたってから鈴鹿海軍工廠のOBが集まったとき、工廠の記念碑を作ったらど

うかという案が出されたので（中略）、（土地を）色々探したら大池三丁目の集会所のところに私有地がち

ょっと残っている。もともとそこも工廠の地内です。そこを提供してもらって記念碑を立てることになったんで

すが、さて立てるについては海軍工廠という名称の正門にあったやつがあるのか、あれ壊してしまったやろ、

ということになったんですが、私も同席していましたので、実はあれは市役所にしまってあると申しまして、市

長も喜んでくれて、早速それをはめこんで作ろうということになった。（後略） 

出典：鈴鹿「戦争を聞く会」編『戦争･今･自分―鈴鹿が軍都であったころ―』自費出版1995年 

 花井さんに伺ったお話によると、銘板を薦
こ も

に包んだのは、コ

ンクリート製で大変もろく崩れやすかったので、壊れないよう

にするためだったそうです。危険を感じながら、もろくて重い

銘板を薦に巻いて慎重に運ばれた様子が偲ばれます。 

銘板が大池三丁目に飾られたのは1975年。花井さんの

お話に出てくる鈴鹿市長は杉本龍造さん（在任1946年～

1975年）と考えて間違いないでしょう。 

その後、刻字がだんだん崩れてきたため、何度か改修さ

れ、現在はケースで囲われています。    （文責：岩脇 彰） 

正門と銘板（古写真 1946年撮影） 
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いつでもどこでも個別に対応します ～戦争遺跡見学会～ 
 

鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会では、会員及び一般の皆様に市内にある

戦争遺跡の見学会を随時開催しています。 

➀ 徒歩または車をご用意ください。 

② ご希望の戦争遺跡、集合する時間と場所を決めます。 

③ 当会のガイドがご案内します。 

参加される人数は何人でも構いません。お一人でも大丈夫です。学校やコミュニティ単位

の学習にも対応します。 

ご都合のよい日時でご相談下さい。ただし、当会のガイドが対応できない日もありますの

で、ご了承下さい。日程が重なったときは先着順に対応いたします。 

 

申し込みは竹内（０９０－２７７２－１４７６ ta818hi@mecha.ne.jp）まで 

 
  

当会の最新情報を事務局から会員の皆様にメール配信にてお送りします。会員の皆様には

大変お手数をおかけしますが、上記 竹内のアドレスにメールアドレスをお知らせください。 

※頂いた情報は、本件の目的以外の利用は致しません。 
 

当会のホームページ及び会報の QR コードを作成しました。 

お手持ちの携帯電話ならびにスマートフォンで下の QR コードを読み取ってください。 

 

 

 

 

 

 

ホームページ      鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会        会  報 

                                    

 

 

▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△ 

 発 行  鈴鹿市の戦争遺跡を保存・平和利用する市民の会 

    代 表  竹内 宏行・中森 成行 

             〒510-0254 鈴鹿市寺家 1-2-47 

             電話 059-388-6508 

             Mail ta818hi@mecha.ne.jp  

                        △▼△▼△▼▼△▼△▼△▼△▼△ 
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